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巻 238 頁傍線部 b については、大島本は「昼は何くれとうちのたまひまぎらはし」
であるが、諸本により「戯れ言」を補った。なお和歌の引用は新編国歌大観による。 
4）若紫巻における北山についての表現は、新間一美「源氏物語と廬山―若紫巻北山の























巻物全集』第 2 巻、角川書店 11 頁）と考えられている。『源氏物語』のこの例は、
「墨がき」が貴族、「作り絵」が絵師の例である。 
9）平安時代の庭や河原院については、増田繁夫「河原院哀史」2002『源氏物語と貴族




56、80～92 頁で論じた。  
12）日向一雅 2001「源氏物語と病：病の種々相と「もの思ひに病づく」世界」『日本文
学』50（5）27～34 頁参照。  
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